　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式第１号　　
　                                                  
	
	青森県社会福祉士会
２０２３年度　成年後見人材養成研修(委託研修)
課題・レポート提出票
　　　　　　　　　　【提出期限２０２３年７月７日（金）必着】

	
	 科　目　名
	財産法の基礎


	
	 　提　出　日
	＊　　　　２０２３年　　　月　　　日



	
	   受講者番号
	＊

	
	 　氏      名
	＊

	
	   評　　　 価
	　　　　　　可　　　・　　　不可

	
	　講評等

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


  注）＊印の部分を記入すること。
　　　※　本様式は、科目毎に作成し、原稿用紙に添付して、

提出期限までに青森県社会福祉士会に郵送又はメールで送付

してください。
　　　※　万一に備えて、お手元にコピーを保管しておいてください。
＜送付先＞メール：aacsw@nifty.com
       郵送の場合：〒030-0822　青森市中央三丁目20-30 県民福祉プラザ５階
青森県社会福祉士会
２０２３年度　成年後見人材養成研修（委託研修）

科目「財産法の基礎」　レポート課題

提出期限：２０２３年７月７日（金）（必着）
設問１　以下の文章について、正しいものには○印を、誤っているものには×印を記して下さい。また、選択した根拠について説明して下さい。
①　ＡはＢから騙されて、Ｂに絵画を売却した。その後、Ｂは詐欺に関する事情を知らないＣにその絵画を転売した。ＡはＢに対して契約を取消した上、Ｃに対して絵画を戻すよう主張した場合、Ｃは絵をＡに返還する必要がある。

②　詐欺によって契約をした場合その意思表示を取り消すことができるが、取り消しをした場合の回復義務は、現に利益を受ける限度で返せば良いとされている。
③　無権代理によって契約を締結した場合でも、本人に責任が及ぶ場合もある。
④　消滅時効完成後に債務の一部でも返済すると、時効の援用ができなくなる。
⑤　他人の土地を使用貸借で借りていた場合、２０年が経過すると、借り主は土地の所有権を時効取得することができる。
⑥　料理店の飲食代は、商事に関する債権なので消滅時効期間は５年間である。
⑦　不動産の登記簿を閲覧することが可能なのは、所有者本人や親族等の一定の者に限られている。
⑧　債務者の債務が履行不能となった場合に債権者が契約を解除するためには、催告が必要である。
⑨　木造家屋を購入したところ、購入後、家屋の柱がシロアリのために修繕が必要な状態になっていることが判明した場合は、事情によっては、買い主は契約を解除するとともに発生した損害の賠償を請求することも可能である。
⑩　債権者が債務者の弁済の受領を拒否している場合、債務者は裁判所に供託を

　　することによって債務を消滅させることができる。
設問２　成年被後見人が行った不法行為について、成年被後見人の責任の問題に
ついて論じてください。（800字程度）
設問３　成年被後見人が行った不法行為について、成年後見人の責任の問題に
ついて論じてください。（800字程度）

【課題の提出方法】

1 本紙（レポート課題）を除き、科目名が記入されている様式第１号を表紙
として下さい。

2 様式第３号の解答用紙に設問１の解答、様式第２号の原稿用紙に設問２～３の解答を記入し、左肩上をホッチキスで綴じ込んで提出して下さい。

（万一留め具がはずれたときにそなえ、各紙には受講者番号と氏名、科目名をご記入ください。
様式第３号

２０２３年度　成年後見人材養成研修

受講者番号（　　　　　　　　）　氏名（　　　　　　　　　　）

「財産法の基礎」　解答用紙
	設問１
	○or×
	選択した根拠

	①
	
	

	②
	
	

	③
	
	

	④
	
	

	⑤
	
	

	⑥
	
	

	⑦
	
	

	⑧
	
	

	⑨
	
	

	⑩
	
	


※設問２，３は、様式第２号の原稿用紙にて解答を作成して下さい。

